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査読論文

1 旧日本劇場とモザイク墜画 (1933年） 星野睦子

工芸家・板谷梅樹の再評価に向けて

研究ノート

13 The International Society of Sculptors Painters & Gravers 林みちこ

と日本人芸術家

-1910年代の展覧会目録にみる在英日本人画家の出品とネットワーク

21 清水登之日記「略誌」 (1907-1916) その 1 伊藤佳之

研究交流会

31 2017年壼日五校藝術史研究生交流研討會 古谷美也子有須千夏

謬 思庄村井弘夢

黄 士誠

（序文林みちこ）

卒業論文抄

43 熊野速予大社神像の造像背景について 千葉加奈子

45 平成28(2016)年度筑波大学美術史コース・美術史領域 卒業論文・修士論文・博士論文題目
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１　卒業論文

大瀧　由依　薬師寺東塔水煙の飛天に関する一考察
千葉加奈子　熊野速玉大社神像の造像背景について
有須　千夏　戦後美術における国際的同時代性について

の考察
遠藤　利恵　龍池会と明治初期の美術行政
岸元穂菜美　川端龍子の戦争画について
是永　紫帆　フェルナン・クノップフ研究―ホイッスラ

ーとの関係を中心に―

２　修士論文

伊能あずさ　岡田米山人「帰去来図」の研究

３　博士論文（課程博士）

吉野（岡塚）章子　小川一眞研究―撮影・印刷・出版　近
代日本と写真―

林　みちこ　明治政府の対外美術戦略に関する研究
―1910年日英博覧会をめぐって
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平成28(2016)年度
筑波大学芸術専門学群芸術学専攻 美術史コース
筑波大学大学院人間総合科学研究科芸術専攻 美術史領域
卒業論文・修士論文・博士論文題目

本号執筆者

星野　睦子　　筑波大学大学院博士課程芸術学研究科芸
術学専攻修了

林　みちこ　　筑波大学芸術系
伊藤　佳之　　福田一郎記念美術館
古谷美也子　　筑波大学大学院博士前期課程人間総合科

学研究科
有須　千夏　　筑波大学大学院博士前期課程人間総合科

学研究科

繆　　思庄　　筑波大学大学院人間総合科学研究科　研
究生

村井　弘夢　　筑波大学大学院博士前期課程人間総合科
学研究科

黄　　士誠　　筑波大学大学院博士前期課程人間総合科
学研究科

千葉加奈子　　筑波大学大学院博士前期課程人間総合科
学研究科

藝叢投稿規定
１．投稿資格は、以下の 1）から 6）に該当する者に与
えられるものとする。
1）筑波大学　芸術専門学群芸術学専攻美術史コース
（旧芸術学専攻、旧芸術学専攻芸術学コースおよび旧
芸術学専攻芸術学・美術史コース）の卒業者。
2）筑波大学大学院　人間総合科学研究科　博士前期
ならびに後期課程芸術専攻の在学生および修了者。
3）筑波大学大学院　旧博士課程（５年一貫制）芸術
学研究科修了者および修士号取得者。
4）筑波大学大学院　人間総合科学研究科　旧博士課
程（５年一貫制）芸術学専攻修了者および修士号取
得者。
5）筑波大学芸術系美術史担当教員。
6）上記 1）から 5）に該当しない場合は、大学院博
士後期課程美術史領域で研究指導を担当する専任教
員の紹介状（書式任意）を添えること。

２．投稿原稿は、すべて未発表のものに限る。
３．「論文」の本文および註記は、原則として併せて
18000字以内。（英文の場合は9000ワード。）図版お

よび表は、併せて15点以内とする。
４．「研究ノート」「書評」「展評」の本文および註記は、
原則として併せて12000字以内とする。（英文の場合
は6000ワード。）図版および表は、併せて10点以内
とする。

５．執筆にあたっては「藝叢執筆要領」に従う。原稿は、
複写を含めて４部提出する。

６．採択された論文はすべて筑波大学学術機関リポジト
リに登録し、インターネットにより公衆に閲覧可能
とする。印刷発行された論文を PDF 形式でアップ
ロードするが、挿図とした図版については著作権に
配慮しリポジトリ上では公開しない。執筆者が作成
した図表等についてはこの限りではなく、執筆者の
希望により公開することもできる。

７．投稿原稿は、「藝叢原稿在中」と朱書した封筒で、以
下の住所宛てに送付する。
〒305-8574 茨城県つくば市天王台1-1-1
筑波大学大学院人間総合科学研究科 芸術学研究室

８．投稿締切は10月31日。



藝叢審査規定
１．投稿原稿の掲載は、いずれも藝叢編集委員会におい
て決定する。編集委員会は、筑波大学芸術専門学群
芸術学専攻の担当教員および他専攻、他大学の教員
ならびに美術館学芸員等をもって組織する。

２．投稿論文の審査は、藝叢査読委員会が行う。査読委
員会を構成する委員は、藝叢編集委員会が委嘱する。
ただし、編集委員会が適当な査読者を見出すことが
できない論文については審査せず、投稿者に論文を
返送するものとする。査読委員の少なくとも１名は
編集委員会の外部に委嘱する。同様に、少なくとも
１名は論文と関連の深い研究領域を専攻する者とす
る。また投稿者と師弟関係にある者は査読委員たり
えない。

３．編集委員会は投稿論文１件について、２名の査読委
員を委嘱する。査読委員は、別紙『査読結果』にそ
って判定を行い、盧採用、盪修正の後採用（再査読
の必要なし）、蘯修正の後採用（再査読の必要あり）、
盻不採用、の四つのうちいずれかの判断を下す。盧
から蘯の場合には、投稿者に対する助言と修正点を
記入する。

４．査読委員が２名とも盧採用ないし盪修正の後採用
（再査読の必要なし）と判断した場合には、これをも
って査読結果とし、必要に応じて修正の後、採用と
する。同様に２名とも盻不採用と判断した場合も、
これをもって査読結果とする。査読委員の１名ない
し２名が蘯修正の後採用（再査読の必要あり）と判
断した場合には、再査読を行う。再査読の結果、２
名の判定が同じでなかった場合には、第三査読者に
判定を委ねる。第三査読者は、採用、不採用のいず
れかのみの判断を下すものとし、これをもって査読
結果とする。

５．査読にあたっては、博士論文提出の際に、審査付論
文として引用しうる水準を判断の目安とする。

６．上記に記す以外の不測の事態に関しては、そのつど
編集委員会の決定に委ねる。

藝叢執筆要領
１．本文、註記、図表のキャプションは、すべてMSワ
ード等の文書作成ソフトにより横書き A4 で作成す
る。

２．トビラ頁、本文頁共に、論文題目および執筆者名を
のぞいて、25字/行･48行/段･２段/頁［2400字/頁］
で書式を整える。文字のフォントおよび級数は任意。

３．欧文中のアルファベット、アラビア数字およびロー
マ数字は、すべて半角で入力する。

４．註記の基本的な形式は、邦文、欧文ともに、斉藤孝
『学術論文の技法 第２版』日本エディタースクール
出版部　1998年　に準拠する。

５．既刊論著等から複写のうえ引用する図表には、著者
撮影を含め、必ず典拠を明記する。

６．諸研究機関等から原版提供を受けた図表には、提供
先を明記する。

７．図表のうち著作権料が発生するものについては、執
筆者が個別に支払う。

８．執筆者による校正は、原則として、初校１回限りと
する。

９．投稿に際しては、以下の形式によるものとする。指
定された形式を逸脱した原稿は受理されないことが
ある。
（1）提出原稿は、改行、図表割付位置等が分明な紙

出力原稿４部に加え、本文・註記・図表のキャ
プションを改行指定入りテキスト形式［*.txt：
テキスト+改行］に変換したファイルを CD、
メモリースティックのいずれかに一括してコピ
ーし、文書作成に使用した OS とソフト名を明
記する。

（2）図版は例外なく白黒とし、JPEGファイル、（解
像度 350ppi 以上）に整えたうえで文字原稿と
同様のメディア等に一括して記録するか、白黒
の紙焼き写真を以って提出する。

10．印刷業者への入稿にあたっては、編集担当者の判断
により、本文および註記、ならびに図表キャプショ
ンの形式に修正・加筆を施す。２校目以降の校正に
おいても同様の手続きを経る。

46 藝叢審査規定
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［編集後記］

藝叢33号をお届けします。本号には、日本近代美術史に関する査読論文
および研究ノート、そして2011年から続く、日本と台湾の大学院生による
美術史に関する研究会報告を所収しています。なお、2017年３月には、編
集委員を長らく務められた五十殿利治先生がご退職され、新たに林みちこ
と水野裕史が加わりました。『藝叢』では、広く卒業生修了生の方々に論文
の投稿を募集しています。どうか論考をお寄せください。（MY）

藝叢編集委員会
守屋正彦／長田年弘／寺門臨太郎
林みちこ／水野裕史

第33号（2017）

2018年３月１日発行

昭和58年から平成14年まで本学芸術学系に在職された本学元教授、三神
弘彦先生は平成29年12月に逝去されました。三神先生が心血を注がれたレ
オナルド研究の成果は本誌『藝叢』の過去号にも収められているところで
あり、先生が西洋美術史の教鞭を執られた芸術専門学群と大学院博士課程
芸術学研究科では多くの学生がその学恩に浴しました。生前のお姿を偲び、
謹んで哀悼の意を表します。

平成30年２月
守屋　正彦
長田　年弘
寺門臨太郎
林　みちこ
水野　裕史

藝叢
筑波大学芸術学研究誌
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Bulletin 
of the Study on History of Art 
in University of Tsukuba 

Seminar on History of Art 

Graduate School of Comprehensive Human Sciences 

University of Tsukuba 33 

Referee Paper 

ー The Nippon Gekijo and Its Mosaic Mural (1933); 

For Re-evaluating Umeki Itaya, a Crafts Artist 

HOSHINO Mutsuko 

Research Note 

13 "The International Soばetyof Sculptors Painters & Gravers" HAYASHI Michiko 

in the 1910s: Japanese Artists and their Connections in England. 

21 A brief account from diaries (1907-1916) by Toshi Shimizu ITO Yoshiyuki 

Symposium 

31 Taiwan-Japan Five University Art History Graduate 

Students'Symposium 2017 

Graduation Thesis 

43 On Backgrounds of Construction of God Statues 

at Kumano HayatamaTaisha Grand Shrine 

FURUYA Miyako, ARISU Chinatsu, 

MIAO Sizhuang, MURAI Hiromu, 

HUANG Shih-cheng 

with the preface of HAYASHI Michiko 

CHIBA Kanako 

45 Graduation Thesis, Master's Thesis, Doctor's thesis, Dissertation 

46 Notes for Contributors 

2017 




